












































































































































































































































































































・たとえ、短時間 (1日1時間程度 ) であっても授業以外に勉強をする者と、全く勉強しない者とでは、
獲得能力・教育満足度に大きな差がみられる。特に人文教養では顕著である。	
・主観的評価である獲得能力・教育満足度は、学習時間と関係しており、学習習慣のある者は、自己
評価や達成感が高いと同時に、短大教育に対する満足度も高い。	
・短大の学習成果の向上には、まず、授業以外に全く勉強しない学生が減るような教育課程の編成
と学習支援の実現が必要である。	
・それと同時に、意欲が高い学生に対してその能力を発揮する機会を今以上に提供して、短期大学
での成長を実感させ、職場や進学先での活躍に繋げる取り組みも課題である。
7.3	授業内・授業外双方における教員の教育力の重要性
・アルバイトと学習時間に負の相関は見られないものの、週当たりのアルバイト時間は学習時間の 3
倍を超えている。収入は生活費や学費に充てられることも多く、アルバイトなしでは学生生活が
成り立たない学生も存在するので、学生のアルバイトの実態をよく知り、そのあり方や指導支援
の方法を開発する必要がある。	
・授業外での学習時間を確保すると同時に、学校での拘束時間が長い短大では、授業での学びの密
度や質を高めていくことが求められる。	
・短大の総合評価は「職業に繋がる教育」とそれを担当する「教員の教育力」に強く規定される。	
・資格取得系の学科に限らず、すべての学科で、職業を意識した教育課程の編成と実践の一層の工
夫が求められる。	
・自由記述には、教員についての内容が数多く見られた。優しい・親しみやすいなど、全体的には教
員に対するプラスの評価が多いが、一方、授業中の私語に対する対応や、突然授業を休講する・授
業開始時間に遅刻する等、教員としての基本的姿勢に対する不満も一部見られた。特に私語に対
する厳しい姿勢を求める要望が多く、優しく親切だけではなく、厳しさを持った教員を求めている。
「良い教員との出会い」が、短期大学教育の評価を高める。「良い教員」とは具体的にどのような教
員なのか。その共通性を探ることで教育能力を高めていく、短大教員のための FD開発が求めら
れている。	
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